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上尾伊奈ごみ広域処理施設整備 住民説明会 議事録 

 

日   時 令和７年１１月２２日（土）１０：００～１０：５０ 

場   所 柴中福祉センター 

住民参加者 ２６名 

事 務 局 
上尾伊奈資源循環組合 

局長 

次長 

施設担当 

伊奈町環境対策課 環境対策担当 
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１．開会 

 

定刻となりましたので、新たなごみ広域処理施設に関する説明会を

始めさせていただきます。 

本日の司会を務めます上尾伊奈資源循環組合の吉野と申します。宜

しくお願いいたします。 

はじめに、本日の説明会の流れについて説明します。 

まず、組合からあいさつ、職員紹介をさせていただきまして、その

後、新たなごみ広域処理施設について説明をさせていただきます。説

明後には、質疑応答の時間を設けております。 

続いて、本日の配布資料を確認いたします。「新たなごみ広域処理

施設に関する説明会資料」Ａ３版 両面カラーの資料１点でございま

す。お持ちでない方がいらっしゃいましたら、挙手にてお知らせくだ

さい。 

 

２．あいさつ 

 

 それでは、説明会を開会いたします。 

上尾伊奈資源循環組合を代表いたしまして、局長の林田よりご挨拶

申し上げます。 

 

 皆様こんにちは。上尾伊奈資源循環組合の局長の林田と申します。

本日はお忙しい中、新たなごみ広域処理施設に関する説明会にご参 

加いただきまして、誠にありがとうございます。また、日頃より、伊 

奈町、上尾市のごみ処理広域化にあたり、ご理解、ご協力を賜りまし 

て感謝申し上げます。本日は、柴中福祉センターをお借りしまして説

明会を開催させていただきます。 

さて、伊奈町と上尾市では、ごみ処理施設の老朽化が進みまして、

町と市が協力して、新たなごみ広域処理施設を整備するということに

なりました。この施設整備につきましては、当組合において、令和１

５年度の稼働に向けて事業を進めております。今年度につきまして
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組合 

は、施設の規模ですとか、処理方式など、施設整備に関する基本的事

項をまとめました、ごみ広域処理施設整備基本計画というものを策定

ですとか、施設整備に伴った周辺環境に及ぼす影響を評価する環境影

響評価の現地調査などを実施しているところでございます。 

本日は、前回の１２月に開催しました説明会から進捗が若干ござい

ましたので、そういった内容も踏まえながら、近隣の皆様に特に関わ

りの深い事項を中心に、新たなごみ広域処理施設の整備事業の概要と

今後のスケジュールといったところをご説明させていただきたいと

思っております。説明の後にお時間を設けますので、ご意見、ご質問

などがございましたら、短い時間ではありますがお願いしたいと思い

ます。少しでも皆様方の不安な部分の解消につながればと思っており

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

３．職員紹介 

 

次に職員紹介を行います。組合、伊奈町の順番に自己紹介形式にて

進めさせていただきます。 

 

 改めまして、局長の林田と申します。よろしくお願いいたします。 

 

おはようございます。組合の次長を務めております、斉藤と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

 

上尾伊奈資源循環組合事務局の池田と申します。よろしくお願いい

たします。 

 

同じく組合事務局の須藤と申します。よろしくお願いいたします。 

 

伊奈町の環境対策課の齋藤と申します。本日はよろしくお願いいた

します。 

 

改めまして、上尾伊奈資源循環組合の吉野と申します。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

説明に入る前に１点事務連絡がございます。 

本日の説明会の会議録につきましては、後日公開する予定です。 

また、記録として、皆様の後方から写真撮影をさせていただきま

す。ホームページなどに掲載する場合は、お顔など特定できないよう

にいたしますので、あらかじめご了承ください。 

 

４．新たなごみ広域処理施設について 

 

それでは、新たなごみ広域処理施設について、次長の斉藤よりご説

明いたします。 

 

それでは、「新たなごみ広域処理施設」について説明いたします。
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皆様のお手元の資料と、スクリーンに映写する資料は、基本的に同 

じものになりますので、スクリーンが見づらい場合はお手元の資料で

ご確認下さい。まず、Ａ３版資料を開いていただき、右上に「おも

て」と書かれた方からご説明します。 

お手元資料の左上の①これまでの経緯について簡単にご説明しま

す。 

本組合は、上尾市と伊奈町の新たなごみ広域処理施設の整備に向け

て各種事業に取り組んでいます。令和５年度には施設の基本的な方向

性を定める施設整備基本構想を策定しました。 

基本構想では、右上囲みにありますとおり、施設整備における４つ

の基本方針として、１つ目、環境にやさしい施設、２つ目、安全、安

心で、安定した施設、３つ目、地域に貢献し、住民に親しまれる施

設、４つ目、経済性に優れた施設を掲げておりまして、すべてをバラ

ンスよく達成できるように、現在はより具体的な内容を定めるための

施設整備基本計画を今年度中の策定に向け事業を進めています。この

ほか、記載はございませんが、施設整備に向けて環境アセスメントや

用地測量など各種事業に取り組んでいるところです。 

続いて、②建設予定地をご説明します。 

建設予定地は、伊奈町の大字小室地内で、市町境の伊奈町側に位置

しております。「ホームセンターセキチュー上尾店の道路を挟んで南

側の敷地」と言った方がわかりやすいかもしれません。面積は約７．

６ヘクタールとなります。敷地の南側には上尾市、伊奈町の事業とし

て都市計画道路が計画されております。この都市計画道路は、新施設

の稼働開始までに開通する予定となっておりますが、開通すると、上

尾市側では上尾市東部浄水場の丁字路、伊奈町側では伊奈中央駅から

西に向かう通りの大きくカーブする場所とを結ぶ計画となっておりま

す。建設予定地については一部区域変更がございまして、敷地北東の

住宅を編入し、原市沼川沿いの鉄塔を除外しました。 

つづいて、お手元資料の左下③施設諸元（案）についてご説明しま

す。 

主要施設は、管理棟と工場棟の２つで、安全性なども考慮して別々

の建物として整備する予定です。管理棟には、組合職員事務室の他、

見学者を受け入れるための大会議室や、会議を行うための会議室など

があります。工場棟には、可燃ごみ処理施設、不燃・粗大ごみ処理施

設、資源物処理施設、ストックヤードの４種類の処理施設があり、現

状では、この４つの処理施設をひとつの建物に収める予定としており

ます。それぞれ括弧書きで処理対象物を記載しています。各処理施設

の施設規模ですが、両市町の令和１５年度のごみの将来推計から算出

しております。可燃ごみ処理施設は、１日２４時間稼働で日量１８０

トン、不燃・粗大ごみ処理施設は、１日５時間稼働で日量２７．９ト

ン、資源物処理施設は、１日５時間稼働で日量４４．６３トンです。

次に、可燃ごみの処理方式はストーカ式と言いまして、ストーカと呼

ばれる火格子の上にごみを供給し、火格子の下から空気を吹き込みな

がらごみを燃焼させる方式を採用します。上尾市の西貝塚環境セン

ターにも採用されている方式で、ポイントに記載しましたが、国内で
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の導入数が最も多い安定した処理方式です。受付日と時間について

は、原則、平日の月曜日から金曜日とし、８時４５分から１１時３０

分、昼休憩をはさみまして、１３時から１６時１５分としておりま

す。平日が祝日の場合は受付を行うことや、年始は受付を行わないこ

となどは、現在の両市町の施設と同じ考え方とする予定です。また、

伊奈町では、現在、土曜日にも一部収集しておりますが、土曜日の受

付については、今後、上尾市と伊奈町が広域化後の収集方法を決定す

る際に対応を検討してまいります。最後に概算事業費ですが、算出に

当たりましてはごみ処理施設建設実績のあるメーカーにヒアリングを

行い、得られた見積金額などを参考に算出しました。建設費は５９８

億円、運営費は年間１７．８億円となりました。また、施設では焼却

熱等を活用した発電を行いますので、施設で使用した分、自家消費し

て余った電力は売電します。その売電収入額は年間２．２億円を見込

んでおりまして、運営費に充てることになります。概算事業費は現時

点での参考情報となりまして、より経済的な施設整備や運営の仕様等

を検討し、来年度以降、再度メーカーに見積もり徴取する予定です。 

続いて、資料の右上④公害防止基準（案）についてご説明します。 

ごみ処理施設は、各種法令により、排気ガス、騒音、振動、悪臭、

排水について規制値が定められております。法令規制値をクリアする

ことが稼働の最低条件ですので、これを遵守することは当然として、

新施設では、住民の皆様に安心していただけるよう、他市町村の施設

等も参考にしながら、可能な範囲で法令規制値よりも厳しい自主基準

値を設定する予定としております。各種規制値はお手元の資料でご確

認ください。表の一番下の排水につきましては、公共下水道へ接続す

ることになりましたので、ごみ処理施設からの排水が周辺の河川等に

流れ込むことはありません。なお、雨水については、敷地内の調整池

を通し、河川放流することとします。 

次に、資料の右下⑤建築計画（案）についてご説明します。 

地盤状況ですが、建設予定地内では６箇所でボーリング調査を実施

しています。調査では、工場棟を建てる計画位置において、建物の基

礎を設置するための強度のある地盤を確認しています。このような地

盤状況や水害歴を考慮し、適切な地盤高を確保し、施設を建設しま

す。施設の耐震性能ですが、ごみ処理施設は灯油等の危険物を貯蔵又

は使用する官庁施設に該当するため、大地震動後でも大きな補修をす

ることなく使用できるような基準を満たす必要があります。具体的に

は震度６強から７規模の大地震でもほとんど損傷することなく、引き

続き安定稼働できる施設を整備します。 

それでは資料を裏返していただき、右上に「うら」と書いてあるほ

うをご覧ください。 

資料左側⑥施設配置図（案）についてご説明します。 

こちらの配置図（案）については、昨年度説明したものから一部変

更した点もございますので、変更点を併せて説明します。建設予定地

は、細長い三角形のような形で、南側が広く、北側に行くにつれて細

くなる形状をしています。敷地の南側は、新しく作られる都市計画道

路上尾伊奈線と接します。敷地の北側は、県道さいたま菖蒲線と接し



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ます。そして、敷地の西側には原市沼川が流れ、川むこうは上尾市と

なっており、農地が広がっています。敷地の東側には町道が通ってお

り、道むこうは農地や林が広がり、住宅が点在しています。こちらの

町道は、伊奈町の事業として一部道路拡幅の計画がございます。 

管理棟と工場棟は、面積の広い南側に配置する予定です。敷地の東

側に住宅が点在しているため、騒音や振動を極力さげるよう、工場棟

は住宅から離れた西側とし、管理棟を東側としています。管理棟の位

置についてですが、以前の説明会でお示しした位置よりもより工場棟

側に寄せて配置し、渡り廊下で繋ぐこととしました。説明会にて「管

理棟の日照や騒音を配慮し住宅から離してほしい。」との意見があっ

たことや、メーカーヒアリングでいただいた配置図でも、管理棟を工

場棟との動線が短くなるような配置であったことから変更しました。

また、メーカーヒアリングでは、工場棟の将来的な建替えを想定して

いる条件を提示していたことから、メーカーとしてもそれらを考慮し

工場棟の形状を縦長に描いていたことから以前の正方形の形状から変

更しております。 

工場棟西側の原市沼川沿いは、自然環境や将来の河川拡幅、上空に

は東京電力の高圧電線が通っていますので、そういったことに配慮し

て、建築物等を極力設置しない方針としています。 

緑色の有効活用スペースは、通常時には広場や公園として機能し、

災害時には災害廃棄物の一時的な仮置場とする予定です。また、植栽

することで、敷地の東側に点在する住宅との間の緩衝緑地帯としても

機能し、工場棟の圧迫感をやわらげる効果を検討しています。 

出入口は、南側の都市計画道路上尾伊奈線とする予定です。ただ

し、搬入車両の過半数を占める上尾市の収集車については、南側から

退場を行おうとすると、退場時の右折待ちで工場内に渋滞を発生させ

る可能性があります。工場内の渋滞は、事故の危険性や、敷地外での

渋滞発生につながる可能性がありますので、上尾市収集車がスムーズ

に退場できるよう、オレンジ色の矢印で記載しているとおり、南側か

ら入場した上尾市収集車は、ごみを下ろした後に、敷地北側へと進

み、北側の出口から左折で県道さいたま菖蒲線に出ていく予定として

います。なお、北側の県道さいたま菖蒲線は、交通量も多く、道幅も

それほど広くありませんので、北側から車両が入場できるようにして

しまうと、入場待ちの車両が渋滞を発生させる可能性があります。そ

のため、北側は、左折退場のための出口一方通行とし、入場はできな

いようにする計画としています。県道さいたま菖蒲線から間違えて

入ってこないような対策や、県道は学生の自転車の走行が多いとのご

意見も頂戴していますので、看板や路面標示などで車両が出る際の安

全対策にはしっかりと取り組んでまいります。伊奈町の収集車につい

ては、緑色の矢印で記載しておりますが、南側の出入口から入場と退

場を行う予定としています。 

また、入場してきた車両の待機動線は、紫色の点線で囲っておりま

す。入場する車は、ごみ収集車と一般持込車の２種類となります。ご

み収集車は、車両データを事前に登録しているためスムーズに受付が

可能ですが、一般持込車は、本人確認などに時間がかかります。その
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ため、ごみ収集車と一般持込車を同じ車線で受け入れてしまうと、渋

滞を発生させる可能性があります。そこで、待機動線を２車線とし、

収集車と一般持込車を別々に受け入れる予定です。距離としては、そ

れぞれ１５０ｍ以上、合計３００ｍ以上を確保する予定としておりま

す。繁忙期でも敷地から搬入車両があふれでないように取り組んでい

きます。 

資料下のポイントに記載しました、施設が周辺環境に及ぼす影響に

ついては環境アセスメントを行っています。昨年から、気象の状況や

動植物、原市沼川の水質などの調査を行っていますが、年内にはすべ

ての調査が完了する予定です。調査結果を施設整備に反映し、自然環

境の保全を図ってまいります。 

次に、⑦主要な機能（案）についてご説明します。 

防災機能については、災害時にごみ処理施設が停止してしまうと、

街中にごみがあふれるという二次災害につながりますので、先ほど、

建築計画（案）でご説明したように、災害時でもいち早く復旧可能な

耐震性等を確保することとします。丈夫な施設をつくりますので、災

害時に周辺の方々が一時的に避難できる場所を提供し、備蓄などを検

討してまいります。 

ここで表の下のポイントになりますが施設では、焼却熱等を活用し

た発電を行いますので、もし周辺で停電が起きても、ごみ処理施設で

は電気が使えますので、一時的な避難場所として使用できることとな

ります。 

表に戻りまして、環境学習機能については、子供だけでなく、大人

も学べるような内容を検討し、見学者を受け入れるのに必要な会議室

を確保します。ごみ処理以外で、住民の皆様も利用できる施設として

は、地域振興策として要望があり柴中荻区、伊奈町、上尾市、組合で

協定を締結し事業を進めることになりました、広場・公園、体育室、

研修室を整備します。これらについては、市民・町民の皆様が利用で

きる施設となるように検討を進めていく予定です。広場公園の利用方

法としては屋外での運動等が考えられますが、設置する器具や設備は

今後検討して参ります。体育室や研修室については、音が漏れて近隣

にお住まいの方に迷惑とならないよう防音対策に取り組んでまいりま

す。 

このほか、施設に運び込まれた粗大ごみなどのうち、まだ使えるも

のについては、住民の皆様に提供することを検討しており、リユース

の促進につながればと考えております。また、発電した電気は、売電

するほかに、施設内に電気自動車の充電設備を設置し、住民の皆様が

利用できるように検討しております。 

続いて、⑧稼働開始までのスケジュール（案）をご説明します。 

計画づくりとしまして、新ごみ処理施設の基本的な諸条件について

取りまとめた基本計画を今年度中に策定しましたら、来年度から約２

年かけて、ごみ処理施設を建設する事業者の選定作業に着手します。

再来年度には、建設予定地の用地取得に着手し、用地取得が完了しま

したら造成工事に着手します。造成工事が始まる時期には、建設予定

地中央を南北に抜ける未舗装の町道が通行できなくなります。同時並
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行で事業者選定を終わらせて契約を結び、施設の詳細な設計作業を開

始します。３年後にはいよいよ施設の建設工事も開始することとな

り、試運転期間も含めて５年ほどの施設建設工事期間を経て、令和１

５年度稼働開始を予定しております。整備までには、各種法律上の手

続きや、入札手続きに時間がかかるだけでなく、近年の資材不足や人

材不足、そして働き方改革による労働時間の短縮などの影響により、

工事期間がいままで以上に必要になる可能性が高くなっております

が、令和１５年度の稼働開始を滞りなく迎えられるよう、鋭意取り組

んで参ります。 

最後に⑨今後の予定として２点ございます。 

１点目、地域の皆様に関する事項としましては、今回の説明会チラ

シでもご案内のとおり、１２月１５日に住民視察を予定しています。

行先は、さいたま市見沼区にある見沼環境センターになりまして、今

年の４月に稼働を開始したばかりの最新の施設となっています。ご希

望の方は、説明会終了後に組合職員までお願いします。 

２点目、基本計画案に関する事項としましては、来月１５日よりパ

ブリックコメントを実施し、１月には市内・町内の各地域をまわって

住民説明会を開催する予定としております。詳しい内容は広報や組合

のホームページなどでお知らせしますのでご確認ください。本日説明

していない内容もございますので、是非、基本計画（案）をご覧くだ

さり、住民説明会にご参加いただければと思います。 

説明は以上となりますが、新施設の整備内容等について多くのご意

見やご要望をいただき、よりよいごみ処理施設となるよう引き続き取

り組んでまいりたいと考えておりますのでよろしくお願いいたしま

す。 

 

質疑応答 

 

次に質疑応答となります。 

係の者がマイクをお持ちしますので、ご質問、疑問点などございま

したら、恐れ入りますが挙手をお願いいたします。 

 

いくつかあるのですが、まず１つ目に、東部浄水場の方の交差点が

あると思いますが、そちらの丁字路の突き当たりの方ですと右左折帯

がないと思いますが、そこの交通量が増えると、あと、十字路化され

ると反対側からも来るようになると思うので、右折帯、左折帯、中央

帯とか拡幅した方がいいとは思うのですが、そのあたりを行う予定は

ありますか。 

 

都市計画道路の上尾伊奈線というものを作るという形になりまし

て、今、上尾の方の東部浄水場のところがちょうど丁字路になってい

ますけれども、それが丁ではなくて十字路になり、右折レーンが今後

作られるのかどうかというお話かと思います。これについては、上尾

市側の道路担当課でやる内容にはなるのですが、５月くらいに説明会

がございまして、その中で十字路の道の４か所に右折帯を作るという
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ような説明になっておりましたので、そのあたりはご安心いただけれ

ばと思っています。 

 

ありがとうございます。他にですが、上尾と伊奈で合同ということ

なのですが、処理能力自体は２つの今ある処理場の合計よりも上がる

のでしょうか。 

 

③の施設諸元の施設規模というところがございます。そこの可燃物

処理施設１日１８０トン燃やすという計画をしているのですけれど

も、この数字というのが、今の上尾市が３００トン級のもの、伊奈に

あるのが４５トン級ということで、明らかに小さくなるということに

なります。ただ、上尾の方で、今３００トンと言いましたけれども、

実際には３つ炉があって、１００トン、１００トン、１００トン、そ

のうちの２つを常に使いながらということで、２００トンを使って

やっているというような現状を聞いています。それでも今までよりも

小さくなるというところですけれども、上尾の方で、今、プラスチッ

クも燃やしているというような状況になりますので、それがなくなる

ということも考えますと、かなり燃やす量というのが減ってくるとい

うこと、それと、人口の減少もおそらく入ってくるのではないか。あ

とは、皆様方のご協力でごみの量も年々少なくなっているという統計

が出ておりますので、あまり大きすぎるものを作ってもしようがない

というところもありますので、１８０トンとなっております。 

 

今の話ですと、上尾の方ではプラスチックは燃やしていた。今後は

燃やさないようにするという形になりますか。 

 

おっしゃるとおりということになります。国の法律で資源化できる

ものはなるべく資源化しなさいというような法律ができていますの

で、プラスチック類に関しては分けて資源化するということになりま

す。燃やさないというような形で今後やっていくということになりま

す。 

 

工場から出た排水は原市沼川には流さないと言いましたよね。下水

に流すのですよね。それで、この敷地内に降った雨は原市沼川に流す

のですか。 

 

実際には雨水が原市沼川に流れるかどうかというところで考えます

と、今、畑という状態で広い土地の土に染み込むような状態になって

いるかと思いますが、その染み込むものについて、敷地内から雨水と

して原市沼川に流れるであろうものを数値で計算をして、直接いっぱ

い流れ込まないように溜め込む調整池を作るというような形になって

おります。実際には流れるような形にはなりますけれども、まとめて

流れるということにならないように、溢れるようなことにならないよ

うに、溜め込んで、ある一定期間が経ったら少しずつ流していくとい

うようなことを計画している内容になります。 
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施設は土盛りして高い位置に作るわけですよね。現状の高さで作る

のではなくて、土盛りして高くするのですよね。 

 

そのご心配というのは、水が入ってくるのではないかという心配で

すか。 

 

いいえ、敷地内に降った雨が原市沼川に流れると、今でさえ水の心

配をしたり、トヨタの間などは冠水するわけですよね。それがもっと

ひどくなるのではないかと想定しています。これからどんどん想定外

の雨が降ったりするので、これは想定外だと処理されると困ります。 

 

もちろん、そのあたりはこちらの方も流れ込まないようにというこ

とを考えておりますので、そのための調整池ということになります。 

 

調整池がちょっと小さいような気がするのですが。 

 

それについては、埼玉県の指導に基づいて計算した大きさという形

になりますので、問題ないと我々の方では考えております。 

 

そうでしょうけれども、原市沼川をもう少し整備してほしいです。

この焼却場とは関係がないだろうけれども、それも協力していただき

たいのですが。お願いします。 

 

現状、我々の方で分かっている内容だけお話させていただくと、埼

玉県の方で、南の方から徐々に整備しておりまして、ご存知かと思い

ますが、上尾市の原市沼あたりで、今、調節池を整備しているという

ことを聞いております。徐々に南の方から整備していくという話を聞

いておりますので、我々の方でも今回、その原市沼川沿いの土地も含

めて整備をするわけなのですけれども、原市沼川のあたりは今後のた

めに手をつけないというような形をとっておりますので、今後、期待

していただければと思います。 

 

わかりました。 

 

先ほどの方の話でもありました、川との高さの差なのですが、今、

１０６号線の時点でも川とあまり高さが変わらない、１段くらいしか

変わらないかと思うのですが、１０６号線よりも高めに敷地自体を作

るのでしょうか。 

 

川に向かって少し斜めに低くなっているというような現状で、また

さらに上尾の方に行くと高くなっていくというようなところでしょう

か。現状、そういう形になるので、そのあたりも含めて、今後、造成

工事を行う段階で考えていくというような内容になるかと思います。

極端に高くなったり、低くなったりということにはならないとは思い
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ますけれども、今後検討という形になります。 

 

一方通行出口がさいたま菖蒲線の方に出ると思うのですが、今そち

らの方で、かなり道幅が狭くかつ直線もあって、大型トラックが通る

と、かなり自転車や歩行者が危ないです。自転車とか大変だと思うの

ですが、そのあたりの対策は今後進めますか。 

 

今のさいたま菖蒲線の幅ということでしょうか。 

 

そうですね、出口から先で。 

 

さいたま菖蒲線に関しては県道ということになりますので、そち

ら、確認を取った中では、今のところ対策は特に考えていないと聞い

ております。我々としては、ごみ処理施設の方から一方通行で、交通

事故に遭わないような設計ができればと考えているところではござい

ます。 

 

ありがとうございます。あと、こちらは住民としてなのですが、今

クリーンセンターに粗大ごみとか持ち込むと、多分５００円くらいは

かかると思います。それの費用は変わったりしますか。 

 

この費用についても、今後検討していくというような内容になりま

すので、今の段階ではお答えができない形です。そんなに大きく変わ

るということにはならないと思います。 

 

最後に、最近話に出ているリチウムイオン電池とかの対策というの

は、この中では重要視していますか。 

 

はい。この問題は、本当にどこの自治体も考えているところになる

のですけれども、今、我々の方でできる内容としては、燃えたという

ようなことが分かった段階で、すぐに消火するということですので、

新しい施設になったときに、熱源をセンサーで判別して、すぐに消火

できるような、そういったものをつけることが１つの方法かと思いま

す。ただ、やはり出さないということが１番の対策になりますので、

なるべくごみとして出すときに分けて出していただくことが１番の対

策になりますので、そのあたりの周知をすることも重要になってくる

と思っています。今後、我々で機械的、ハード的にできるようになれ

ば、それは取り入れていくことを考えています。 

 

町道１０６号線というのは、具体的にどの道なのかがよくわからな

いので、どこが広がるのでしょうか。 

 

１番上の方は、ちょうどセキチューの信号がある交差点になりま

す。ガソリンスタンドあたりの信号を南に下って、そこから町道１０

６号という道路になっているのですが、その後すごく狭くなります。
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そこの拡幅を考えているということになります。 

 

今、真ん中に農道みたいなものがあって、そこは施設になるという

ことでしょうか。 

 

おっしゃるとおりです。 

 

あのあたりは、緑が豊かで犬の散歩にいい場所で、すごく気に入っ

ていたのですが、緑とか樹木は少しは残るのですか。 

 

施設の中に今後緑が残るのかというお話です。あの畑になっている

部分というのは、やはり変わっていくとは思います。場所によって

は、公園という形で整備していくものもありますので、状況によって

残すものも、もしかしたらあるかもしれませんけれども、おそらく違

う形に変わっていく可能性の方が高いと思っております。 

 

では、あそこで畑とかやられている方が何人かいらっしゃるのです

が、そこの畑をやられている方も、もうおしまいということは了承さ

れている感じなのですか。 

 

はい、現状でぶどう畑のほか、何か所かあるのですけれども、その

あたりは地主さんとお話させていただいて、おそらく令和９年あたり

で造成工事が入ってくるというところになりますので、そのあたりが

切り替え時ということになるというお話は今のところさせていただい

ているような状況です。 

 

わかりました。ありがとうございます。 

 

６．閉会 

 

以上をもちまして、本日の説明会を閉会いたします。 

１２月１５日の視察の方ですが、枠がございますので、お時間ある

方、新しい施設を見たいという方、是非、本日、応募の用紙もござい

ますので、お帰りの際にご提出いただければと思いますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。本日はありがとうございました。  


